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令和７年４月11日  
神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立山北高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月７日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

① 教育活動の質的向
上を図る。 

 

 

 

 

 

 

② 学力向上と進路実

現に向けて、主体

的に学ぶ意欲を高

め、思考力・判断

力・表現力を育成

する。 

①生徒が主体的・協働

的に取り組む学習を

行い、更なる授業改

善を図る。 

 

 

 

②ICT機器等の利用によ

り、学習意欲を高め

るとともに、自学自

習の習慣を身に付け

させる。 

①体験的な活動や他者と

協働する活動を行う。 

 

 

 

 

 

②各教科において ICT 機

器等を積極的に利用

し、組織的な授業改善

を図る。 

①生徒が他者と協働して

主体的に取り組むこと

ができたか。 

 

 

 

 

②ICT 機器等を利用し、

授業内容を工夫した

か。 

 

 

 

① 各教科で生徒が主 
体的に取り組める授業
作りを工夫した。思考
力、判断力、表現力の
育成と授業の魅力的な
導入をテーマにした授
業改善研修を実施し
た。 
 
 
 
 
②電子黒板の導入によ
り、ICT機器を活用し
た授業が増加した。 

① 主体的・協働的に 
取り組む授業作りを 
どのように基礎学力 
向上へ繋げるかが課 
題である。 
 
 
 
 
 
 
 
②ICT 機器の活用が活
発になったが、生
徒の端末を更に活
かせるような授業
作りが課題であ
る。 

① テーマを決めて授業改 
善研修会を実施し、各教 
科が学習意欲を高める授 
業内容を工夫し、授業改 
善に繋げた。教材研究や 
分かる授業づくりによる 
生徒に寄り添う指導が学 
習への主体性を高めた。 
 
 
 
 
②電子黒板の導入により
利便性が改善され、ICT
機器の使用が活発にな
った。また、ICT 活用の
ための研修会を実施し
た。 

①生徒による授業評価 
の結果からも、生徒の
学習意欲は高められた
と考えられる。基礎学
力の更なる向上に向け
てどのように組織的に
取り組むのかが課題で
ある。 
 
 
 
 
②電子黒板の活用によ
り、生徒の学習意欲
の向上に役立てた。
今後も組織的、計画
的に活用を進め、研
修会等も実施してい
きたい。 

① 生徒が、主 
体的・協働的に
取り組む学習を
今後も推進し、
課題解決能力を
育む。授業改善
研修会や公開研
究授業等の企画
運営を通して、
指導力向上へ繋
げる。 

 
②ICT 機器の更
なる活用と生
徒の端末を利
用した授業作
りを組織的に
行う。また、
職員向け研修
会を実施す
る。 

２ 
 
生徒指導・支援 

① 規範意識や基本的 
生活習慣の定着を
図る。 

 
 
 
② 個に応じた教育 
相談体制を充実さ
せ、ＳＣ・ＳＳＷと
連携し、課題解決に
向けて取り組むこと
ができる人材の育成
を図る。 
 

③部活動や委員会活

動、学校行事に主

体的に参加し、他

者と協力しながら

魅力ある学校生活

の創造を図る。 

① 「一人は一校を代 
表する」を推進し、社
会性が身に付く教育を
行う。 
 
 
② 学校内の連絡を密 
にし、教育相談が必要
と思われる生徒に対し
て、ＳＣ・ＳＳＷと連
携し手厚い指導を行
う。 
 

 

③１年生の部活動加入

を推進する。委員会

活動を活性化する。 

① 日頃より、身だしな 
み指導や登校指導を通し
ての規範意識向上に努
め、特別指導の件数を抑
える。 

 
② かながわ子どもサポ 
ートドック等を活用し、
生徒情報の共有を密に
し、ＳＣ・ＳＳＷと連携
し生徒の学校生活をサポ
ートする。 
 
 

③ 部活動の活動結果等 

を在校生にも広く発信す

る。委員会活動内容を精

査し、活動の頻度を上げ

る。 

① 特別指導の件数を昨 
年度より減らすことがで
きたか。 

 
 
 

② 教育相談が必要とさ 
れる生徒に対して、効果
的な支援ができたか。 
 
 
 
 
 

③ 部活動加入率だけで 

なく、実加入者の割合と

の比較において開きはな

いか。一斉委員会で立て

た目標が達成できたか。 

① 特別指導の件数を
減らすことができなか
ったが、指導を重ね、
一定の効果は上がっ
た。 
 
 
 
② かながわ子どもサ
ポートドック等を活用
し、ＳＣ・ＳＳＷと連
携ができた。教育相談
が必要とされる生徒に
対して、効果的な支援
ができた。 
 
 
③部活動の活動結果を
広報する手段の検討に
時間がかかり、実行に
至らなかった。委員会
活動の内容について、
改善に向けて動き出す
ことができた。 

① 特別指導の増加
傾向を止めることが
できなかった。身だ
しなみ指導や警察に
よる非行防止教室を
行い、未然防止を行
う。 
 
② かながわ子ども
サポートドックを行
う時期や面談期間の
時程などについて検
討する必要がある。 
 
 
 
 
③ホームページより
効率的に発信できる
ソーシャルメディア
の利用ができるよう
に検討する。 

① 引き続き、生徒一人
ひとりに向き合うと共
に、保護者の心情にも配
慮する指導を行ってほし
い。 
 
 
 
② 日常の授業や学校行 
事における指導、ＳＣ・
ＳＳＷの活用等、様々な
要素を活かして多様な対
応を模索し、個々の生徒
の成長をサポートした。 
 
 
 
③学校の魅力を広く理解
してもらうために、対外
広報を強化してほしい。 

① 警察による非行防
止教室を行ったこと
で、ＳＮＳのトラブル
が減少した。課題とし
ては 12 月に開催したの
で時期を検討する必要
がある。 
 
② SC・SSWとのスクリ
ーニング会議により情
報を共有することがで
きた。SC・SSWの勤務形
態を踏まえ協働する時
間をどのように捻出し
ていくかが課題であ
る。 
 
③部活動は活発に行わ
れているが、特に文化
部は生徒の選択肢が少
ないので増やしたい。 

① 身だしなみ
指導や警察によ
る非行防止教室
を行い、規範意
識向上に努め未
然防止を行う。 
 
 
② アンケート
結果に基づいた
面談に時間的余
裕を持たせ、ス
クリーニング会
議の充実に繋げ
る。 
 
 
③各部の顧問 
数減員を検討
し、新部活動設
立に繋げる。 

３ 進路指導・支援 

①生徒一人ひとりの

進路希望に応じた

きめ細やかなキャ

リア教育の実践を

図る。 

① 多様な進路希望に

対応するため、年間を

見通した指導計画の再

構築を実践する。 

 

① ガイダンスや模試等

の見直しを図り、ニー

ズに応じた在り方を実

践する。 

 

① 小論文講演会の活用

により、小論文模試の

意義を高め、年3回実

施される模試の充実を

図ることができたか。 

① 本年度より模擬試

験および小論文模試の

計画を生徒の実態に合

わせ、抜本的に見直し

た。また、総合型選抜

① 生徒の進路に対

するモチベーション

の低下と、進路決定

後の指導に苦慮して

いる。早い段階での

① 模試・小論文指導を

含め、３年間を見通した

進路指導計画の見通しが

明確になった。また、ガ

イダンス等の充実を図

① 学力選抜以外のニ

ーズが高まる中、模試

の抜本的改定は大きな

転換点となった。一方

で生徒のモチベーショ

①小論文模試等

は生徒のモチベ

ーションを考慮

し実態に見合っ

た内容とする。



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月７日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

②地域連携を通し

て、地域に求めら

れる人材育成を図

る。 

② 地域の特性を踏ま

え、人的・物的資源を

活用した人材育成を図

る。 

 

② 企業や職業安定所、

その他の外部機関との

連携を強化し、生徒の

就職指導を充実させ

る。 

② 地元企業との関係性

を深め、生徒に的確な

進路情報を提供するこ

とができたか。特に就

職希望者は内定率が

100%であったか。 

 

 

対策講座や就職対策講

座を開講し生徒のニー

ズに合わせた。 

 
 
② 地域の特性を踏ま
えた進路指導の実現を
目指した。就職内定率
も 100%を維持すること
ができた。 

意識醸成が必要であ

る。 

 
 
 
② 地元企業との関
係性を深める機会の
見直しを図る。各分
野に特化したガイダ
ンスの実施を検討す
る。 

り、生徒の実態に合った

講座が充実した。 

 
 
 
② 日常の学習指導や生
徒指導の成果が反映さ
れ、就職内定率は高率を
維持している。引き続き
就職指導の充実に努めた
い。 

ンの低下が著しく、今

後の指導に課題があ

る。 

 
 
② 売り手市場が強ま
る中、生徒の就職意識
醸成が課題となってい
る。 

また、講座等の

充実を図り生徒

の進路意識向上

を図る。 
 
② 企業と接触
する機会を確保
し、早期の意識
醸成を図る。 

４ 地域等との協働 

① 地域と連携、協働
した学習環境の確
立及び発展を図
る。 

     
 
 
 
  
 
 
②地域貢献に資する 
人材を育成する。 

①地域協働学習実施支
援員やコンソーシア
ムの活用による学習
の充実を図る。 

 

 

 

 

 

②学校行事や地域行

事、各教科等におけ

る地域と協働した学

習を推進する。 

①「総合的な探究の時間
（未来探究）」を中心
とした学習において、
地域人材や地域企業と
の協働学習を展開す
る。 
 
 
 
 
 
②地域と学校の交流を積
極的に行う。また、発
表活動などを通して、
他校種における生徒、
児童及び教員との交流
を推進する。 

① 地域人材や地域企業
と連携協働し、協力団
体の活用を10回以上行
えたか。 

 
 
 
 
 
 
 
②行事や教科等におい
て、地域と学校間の人材
交流が推進されたか。 

 

①山北町へのインタビ
ュー、地域企業への訪
問など、「学校外の大
人」との協働を行うこ
とができた。 
 
 
 
 
 
 
②探究発表会だけでな
く、文化祭や夏季休業
中のお祭り等で、多く
の地域の方と協働する
ことができた。 

① 授業時間を有効に 
運用することで、さ
らに活動の多様化に
努める。 
 
 
 
 
 
 
 
②今後も、今年度の
活動を継続してい
く。 

① テーマを６つに分ける 
ことにより、生徒の人数
が分配され、小回りの利
く活動が増えた。生徒の
興味や関心が高い分野で
の活動をより多くしてい
くと共に、町とのコラボ
レーションによる取り組
みの検証や見直しを深め
てほしい。 
 
② 校外で活動する際の指 
導を徹底する。 

① 地域の方に協働し 
ていただいた成果が、
発表会の内容に表れて
いる。今後も取り組み
を継続すると共に工夫
を加えていく。 
 
 
 
 
 
②教員間のコミュニケ
ーションを密にし、他
分野の内容を取り入れ
るようにする。 

① 学校と地 
域、双方にとっ
て前向きな活動
になるよう、連
携を続けてい
く。 
 
 
 
 
 
②他者との協働
的な活動が、多
くの学びに繋が
ることを理解さ
せる。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①働き方改革の視点 

を重視し、教員のワ 

ークライフバランの 

推進を図る。 

 

 

 

 

②ハード面・ソフト

面の両面において、

職場の環境改善を図

る。 

①企画会議において、

働き方改革を進める

ため、業務改善を図

る案を検討する。 

 

 

 

 

②業務アシスタントが 

２名体制となったた 

め、業務の割り当てを 

検討する。 

①各学年より、意見・企

画を持ち寄り、企画会

議で検討していく。 

 

 

 

 

 

②グループから業務アシ

スタントに依頼する内

容を一覧としてまとめ

る。 

 

①働き方改革についての

話し合いと、企画の検

討ができたか。 

 

 

 

 

 

②業務アシスタントの業

務を整理し、一覧表が

作成できたか。 

 

①働き方改革として、
欠席連絡システムの導
入や職員会議のペーパ
ーレス化に係る意見集
約を学年会議で行い、
全職員で共有の上、実
行することができた。 
 
 
 
 
 
 
② 業務アシスタント 
の業務を整理したが、
細かく一覧で表すこと
は控えた。 

① 欠席連絡システム 
や職員会議のペーパ
ーレス化は働き方改
革に繋がった実感が
ある。新たな課題が
生じた際に対応を検
討する。 
 
 
 
 
 
 
② 業務アシスタント 
の整理した業務分担
で課題が生じた際に
改善を検討してい
く。 

① 新たな取り組みに挑戦 
し、働き方が改善できて
いる。働き方改善のため
の情報収集を欠かさず、
今後も積極的に取り組ん
でいきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
② 業務アシスタントの業 
務が分野ごとに整理され
た。それ以外の細かな業
務に関してどのように整
理するかは検討中であ
る。 

①新たな取り組みを実
践し、事務的な仕事の
軽減として、成果を実
感できている。変化へ
の不安を払拭すること
が課題である。 
 
 
 
 
       
 
 
②業務アシスタントに
より、教員の業務は軽
減できている。業務ア
シスタントが仕事への
やりがいを感じている
かが課題と感じる。 

① 新たな取り 
組みによる変化
への不安を払拭
する策として丁
寧な説明とその
準備が必要とな
るため、業務改
善のプロジェク
トチームなどが
あると、取り組
みが促進され
る。 
 
② 業務の遂行 
状況を確認する
場を設け、業務
アシスタントか
ら業務への不満
等がないか、聞
き取る体制を作
る。 

 

 


